
 
 東京都における小学校の体育研究の振興を図ることを目的とした

研究団体であり、小学校体育科における今日的な教育課題について

実践的な授業研究をもとに検証を行い、一般化を図っている。 

 

一人一人の子供が自ら深い学びを実現していく体育学習 

研究の視点 子供一人一人が自らの学習課題を見いだすための手立ての工夫 

  ①１０の領域別部会による実証授業の実施（年間２回） 

  ②夏季合同研究会（８月）における研究協議の実施 
  ③研究発表大会における研究の報告（令和４年２月） 

  ④月１回開催の正副部長会における情報共有と研修会 

 
子供一人一人を学習の主体として、個々の能力や興味・関心に

応じた学習課題を見いだしたり、それを解決したりする過程を工

夫したことにより、各運動領域の特性に応じて、より主体的・協

働的に学びをすすめることができた。 

 

個々の子供が見いだした学習課題をより確かに解決していくこ
とのできる資質・能力を育むために、子供自身の自己評価能力を

育成していく手立てが必要である。また、教師自身が子供の学び

を把握していく評価の在り方を検討する必要がある。 
 

 代表者： 

荒川区立尾久小学校 校長 大橋 昭彦 

連絡先： 

江戸川区立平井小学校 校長 山下靖雄 

03(3613)9311 yasuo-yamashita@city.edogawa.tokyo.jp 

 

個々の児童が自ら学びたい、追究したいという学習課題を見いだ
し、試行錯誤を重ねながら課題解決を進めるとともに、これらの学び

に協働的に、繰り返し取り組み、求められる三つの資質・能力をバラ

ンスよくはぐくみ、豊かなスポーツライフの実現につなげる。 

○研究発表大会 
 令和４年２月２５日（金） 
 ・江戸川区立平井小学校 
 ・小平市立小平第十二小学校 
２校で同時開催 会場間オンライン中継 

令和３年度東京都教育委員会研究推進団体 教育実践発表 

東京都小学校体育研究会 
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